
土づくり推進フォーラム（事務局（財）日本土壌協会）では全国土壌改良資材協議会、全国エコ
ファーマーネットワーク化推進準備委員会との共催で土づくり推進講演会を開催致します。講演会で
は最近の環境保全型農業を巡る行政や技術、現地の取組についてホットな情報を紹介します。

（２）「ポリシリカ鉄凝集剤利用による浄水場発生土の水田土壌改良材としての施用効果」

（１）「食料・農業・農村基本計画と環境保全型農業等の推進」

農林水産省 農業環境対策課長 松尾 元 氏

農林水産省では、本年3月に「食料・農業・農村基本計画」を発表し、今後講ずべき施策を明らかにした。この中

で環境保全型農業に関係する重要施策が盛り込まれており、その内容とともに今後の推進について紹介する。

東北大学大学院 准教授 伊藤 豊彰 氏

従来浄水場で使用されていたアルミニウム系凝集剤の場合、浄水場の発生土にアルミニウムが多く利用しにくいが、

鉄系凝集剤の場合水田の土壌改良資材として活用できる。この発生土を用い水稲栽培した場合の収量、品質及びメ

タン放出抑制について試験した結果を紹介する。

（３）「新たな窒素肥効評価法による堆肥適正施用支援システムと機能性堆肥の製造技術」

三重県農業研究所 主任研究員 村上 圭 氏三重県農業研究所 主任研究員 村上 圭一 氏

堆肥の新たな窒素肥効評価に基づき必要な三要素施用量を計算し、容易にシミュレーションできる土壌診断・堆肥

流通支援システムを実用化している。また、堆肥に土壌病害抑制効果機能を有する堆肥の製造法を開発した。これ

らの成果の概要について紹介する。

（４）「土壌診断等生産管理の徹底による安全でおいしい白菜栽培への取組」

有限会社 農業生産法人 茨城白菜栽培組合 半田 雄志 氏有限会社 農業生産法人 茨城白菜栽培組合 半田 雄志 氏

関東甲信越の150世帯の農家との契約により独自の品種で計画生産し、漬け物企業等と契約出荷している。栽培に

当たっては全農家の土壌分析による適正施肥を行なうとともに、味にこだわった品種の栽培や出荷先に応じた荷づ

くりなど安全でおいしい白菜の生産に努めている。

（５）「農園内耕畜連携による土づくりによるおいしいメロン、トマトの生産」

茨城県鉾田市 新堀農園 新堀 信 氏(エコファーマー)茨城県鉾 新 新 信 ( )

養豚を営むとともにその堆肥を利用してメロン、トマトを生産している。生産に当たっては土壌診断に基づき適正

施肥に努め大変糖度が高く美味しいと高い評価を得ている。

講演会参加費：会員 ２,０００円 一般 ３,０００円 懇談会参加費：５,０００円

［懇談会］講演会終了後、日本教育会館内会場で講師を交え懇談会を行います。

※（配布資料：講演資料のほか、一般の参加者には、会員配布の刊行物「堆肥連用による土壌環境の変化と作物生育」(H22年3月(財)日本土壌協会発行)、
小冊子「土壌診断によるバランスのとれた土づくり(土壌診断結果の見方)」(H21年度（財）日本土壌協会発行)を提供）



●地下鉄都営新宿線・営団半蔵門線神保町駅（Ａ１出口）下車徒歩5分

●地下鉄都営三田線神保町駅（Ａ８出口）下車徒歩5分

●地下鉄営団東西線竹橋駅（北の丸公園側出口）下車徒歩5分

●地下鉄営団東西線九段下駅（６番出口）下車徒歩７分、

●ＪＲ総武線水道橋駅（西口出口）下車徒歩１５分

参加希望の方は7月27日（火）までに下記申込書に記入の上、ＦＡＸで送付をお願いいたします。
※FAXをお持ちでない方はメールまたは電話でお申し込み下さい。

申込みＦＡＸ番号：０３－３２１９－１６４６

氏 名
会 社 名

住 所

連絡先(電話・FAX)

参加区分に○を

ご記入ください

7/30(金)

講演会
(会員2,000円)

(一般3,000円)

懇談会
(5,000円)

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒〒

TEL FAX

（注） 参加費『会員』は、土づくりフォーラム会員と、今回共催の全国土壌改良資材協議会会員、エコファーマーネットワーク会員が対象です。


